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メタアナリシスは過去に行われた臨床試験の結果を統合し，関心のある薬剤・治療法の治療効果や副作用の

大きさを評価するための研究手法である．K 個の互いに独立な確率変数 Yk (k = 1, 2, . . . ,K)を治療効果の推
定値とすると，変量効果モデルは，

Yk = θk + ϵk,
θk = µ+ uk,

で定義される．ただし，θk は真の治療効果，µは平均治療効果パラメータ，ϵk ∼ N(0, σ2
k)は試験内の誤差確

率変数，および uk ∼ N(0, τ2)は各試験の平均治療効果からの違いを表す試験間変動の確率変数とする．近年，

試験の対象となった集団内での治療効果の異質性を考慮し，新たな試験を行ったときに期待される治療効果を

推定するために，予測区間 [1]が用いられるようになった．現在までに，Higginsらの予測区間 [1][
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√
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,

と，異質性パラメータ（τ2）の DerSimonian–Laird 推定量 τ̂2DL を REML 推定量に置き換えた予測区間
[2] が提案されている．ただし，µ̂ =
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k=1 ŵkYk/

∑K
k=1 ŵk，ŵk = (σ2
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−1，τ̂2DL = max[0, τ̂2UDL]，

τ̂2UDL = {Q − (K − 1)}/(S1 + S2/S1)，Q =
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k（r = 1, 2），ŜE[µ̂]2 = (
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−1，tαK−2 は自由度 K − 2の t分布の 100(1− α/2)%点で
ある．これらの予測区間は特に統合する試験数や異質性パラメータの値（τ2）が小さい場合に，被覆確率が過

小となることがシミュレーションにより示されている．

Nagashima ら [4] は，既存法では予測区間を構成するために (µ̂ − µ)/

√
ŜE[µ̂] が漸近的に N(0, 1) で，

(K − 2)(τ̂2DL + ŜE[µ̂]2)/(τ2 + SE[µ̂]2)が漸近的に χ2(K − 2)で近似できるという仮定に基づいている事を示

し，特に後者が被覆確率の低下に大きな影響を及ぼしている事を明らかにした．そして，前者は (µ̂−µ)/ŜEH [µ̂]

が漸近的に t(K − 1) に従うという仮定に置き換え（小標本下でも良い近似を与える），後者は近似を用いず

に confidence distribution [3] に基づく τ̂2UDL の正確な分布からのパラメトリックブートストラップ標本を

用いた推測に置き換えることで，予測区間の被覆確率が名義の値に非常に近くなる方法を提案した．ただし，

ŜEH [µ̂]2 = 1
K−1

∑K
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ŵk∑K
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(Yk − µ̂)2 である．また，τ̂2UDL の正確な分布が Qの正確な分布に基づいて構

成できることを示した．さらに，シミュレーションによって，特に既存法の性能が悪くなるような条件下（現

実的なメタアナリシスでも充分起こりうると考えられる）で提案法がほぼ名義の値を達成することを示した．
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